
　

サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
（
以
下
、

ア
フ
リ
カ
）
の
北
部
、
ア
ラ
ブ
世
界
と

の
境
界
領
域
で
政
治
の
不
安
定
化
が
目

立
っ
て
い
る
。
近
年
、
マ
リ
、
ギ
ニ
ア

ビ
サ
ウ
、ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、コ
ー
ト
デ
ィ

ヴ
ォ
ワ
ー
ル
、
南
北
ス
ー
ダ
ン
、
ソ
マ

リ
ア
な
ど
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
周
辺
地
域
に

お
い
て
、
武
力
紛
争
や
ク
ー
デ
タ
、
あ

る
い
は
テ
ロ
が
相
次
い
で
い
る
。
本
特

集
の
目
的
は
、
こ
の
「
サ
ヘ
ル
・
ア
フ

リ
カ
」
の
現
状
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て

考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

● 「
サ
ヘ
ル
・
ア
フ
リ
カ
」
の
現
状

　
「
サ
ヘ
ル
・
ア
フ
リ
カ
」
は
一
般
的

な
用
語
で
は
な
い
が
、
本
特
集
で
は
、

サ
ハ
ラ
砂
漠
を
中
核
と
し
て
、
サ
ハ
ラ

以
南
ア
フ
リ
カ
の
西
ア
フ
リ
カ
、
中
部

ア
フ
リ
カ
、
そ
し
て
北
東
ア
フ
リ
カ
に

広
が
る
領
域
を
こ
の
よ
う
に
呼
ぶ
。
超

乾
燥
気
候
か
ら
乾
燥
・
半
乾
燥
気
候
、

そ
し
て
大
西
洋
沿
岸
や
コ
ン
ゴ
盆
地
の

熱
帯
湿
潤
気
候
へ
と
気
候
帯
が
変
化

し
、
そ
の
な
か
に
幾
多
の
国
境
線
が
引

か
れ
る
こ
の
地
域
に
お
い
て
、
政
治
的

ア
ク
タ
ー
は
国
境
の
枠
組
み
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
縦
横
に
動
き
回
る
。
こ

の
地
域
の
政
治
変
動
を
理
解
す
る
た
め

に
は
、
既
存
の
国
境
や
地
域
枠
組
み
を

い
っ
た
ん
取
り
払
っ
て
諸
ア
ク
タ
ー
の

動
き
を
観
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う

考
え
て
、
新
し
い
言
葉
で
問
題
と
な
る

地
理
的
領
域
を
示
す
こ
と
に
し
た
。

　
「
サ
ヘ
ル
・
ア
フ
リ
カ
」
の
最
近
の

状
況
を
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

西
部
で
は
、
二
〇
一
二
年
に
入
っ
て
か

ら
マ
リ
と
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
で
ク
ー
デ
タ

が
勃
発
し
政
権
が
転
覆
し
た
（
佐
藤
、

渡
邊
、
坪
井
論
文
）。
マ
リ
で
は
、
中

央
の
混
乱
に
乗
じ
て
反
政
府
武
装
勢
力

が
北
部
を
制
圧
、
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
勢

力
が
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
で
あ
る

ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
霊
廟
を
破
壊
す
る
事

態
に
発
展
し
た
。
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
北
部

で
は
欧
米
思
想
の
排
斥
を
唱
え
る
ボ
コ

ハ
ラ
ム
が
テ
ロ
を
繰
り
返
し
、
南
部
デ

ル
タ
地
帯
で
も
武
装
勢
力
の
活
動
が
続

い
て
い
る
（
島
田
論
文
）。

　

報
道
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
が
、「
サ

ヘ
ル
・
ア
フ
リ
カ
」
中
央
部
に
あ
た
る

チ
ャ
ド
、
中
央
ア
フ
リ
カ
、
そ
し
て
南

北
ス
ー
ダ
ン
の
国
境
が
交
わ
る
地
域

は
、
ス
ー
ダ
ン
の
ダ
ル
フ
ー
ル
地
域
の

影
響
も
あ
っ
て
恒
常
的
な
不
安
定
状
況

が
続
い
て
い
る
。ダ
ル
フ
ー
ル
紛
争
は
、

近
年
紛
争
の
強
度
こ
そ
低
下
傾
向
に
あ

る
が
、
解
決
に
は
な
お
ほ
ど
遠
い
現
状

で
あ
る
。
南
ス
ー
ダ
ン
独
立
（
二
〇
一

〇
年
）
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
短
期

的
に
は
地
政
学
的
不
安
定
要
因
が
付
加

さ
れ
た
。
世
界
で
最
も
若
い
こ
の
国
は

（
北
）
ス
ー
ダ
ン
と
の
間
に
石
油
資
源

の
配
分
を
は
じ
め
と
す
る
懸
案
を
抱

え
、
国
家
間
戦
争
の
危
険
さ
え
取
り
沙

汰
さ
れ
て
い
る
（
栗
田
論
文
）。

　

さ
ら
に
東
に
眼
を
転
じ
れ
ば
、
ソ
マ

リ
ア
の
無
政
府
状
態
は
既
に
二
〇
年
以

上
に
及
ぶ
。
北
部
の
ソ
マ
リ
ラ
ン
ド
で

は
一
定
の
政
治
的
安
定
が
維
持
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
南
部
に
お
い
て
は
国
際

社
会
が
支
援
す
る
暫
定
連
邦
政
府
の
実

効
的
統
治
能
力
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
急

進
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
勢
力
ア
ッ

シ
ャ
バ
ー
ブ
（A

l-S
habaab　

シ
ャ

バ
ー
ブ
と
も
表
記
さ
れ
る
）
が
強
い
影

響
力
を
維
持
し
て
い
る
（
遠
藤
論
文
）。

エ
リ
ト
リ
ア
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
ケ
ニ
ア

な
ど
周
辺
国
は
、
治
安
上
の
懸
念
や
政

治
的
思
惑
か
ら
ソ
マ
リ
ア
へ
の
関
与
を

深
め
て
い
る
（
津
田
、
眞
城
論
文
）。

●「
ア
ラ
ブ
の
春
」
の
影
響
？

　

こ
う
し
た
サ
ヘ
ル
・
ア
フ
リ
カ
の
政

治
的
不
安
定
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
れ
ば

よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
サ
ヘ
ル
・
ア
フ
リ

カ
に
隣
接
す
る
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
で

は
、
二
〇
一
〇
年
末
以
降
「
ア
ラ
ブ
の

春
」
と
呼
ば
れ
る
政
治
的
大
変
動
が
進

行
し
つ
つ
あ
る
。
サ
ヘ
ル
・
ア
フ
リ
カ

の
政
治
的
不
安
定
は
、「
ア
ラ
ブ
の
春
」

の
影
響
を
受
け
た
も
の
だ
ろ
う
か
？

　

昨
今
の
サ
ヘ
ル
・
ア
フ
リ
カ
の
政
治

的
不
安
定
を
、
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
諸

国
か
ら
の
民
主
化
要
求
運
動
の
伝
播
と

し
て
理
解
す
る
こ
と
は
、多
く
の
場
合
、

的
を
射
て
い
な
い
。
長
年
統
治
者
が
交

代
せ
ず
、
権
力
構
造
の
変
革
を
求
め
る

特　集特特　集集

特
集
に
あ
た
っ
て

武
内
進
一

不
安
定
化
す
る｢

サ
ヘ
ル・ア
フ
リ
カ｣
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民
衆
の
声
を
背
景
に
政
権
交
代
が
ド
ミ

ノ
的
に
展
開
し
た
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ

諸
国
と
異
な
り
、
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ

リ
カ
諸
国
で
は
、
既
に
一
九
九
〇
年
代

前
半
に
民
主
化
要
求
運
動
が
高
揚
し
、

多
く
の
国
で
政
権
交
代
が
起
き
て
き

た
。（
北
）
ス
ー
ダ
ン
の
よ
う
に
、
一

九
八
九
年
以
来
政
権
の
座
に
居
座
り
続

け
る
バ
シ
ー
ル
大
統
領
に
対
す
る
不
満

が
高
ま
っ
て
い
る
国
も
あ
る
が
、
多
く

の
ア
フ
リ
カ
の
国
々
は
、
一
九
九
〇
年

代
以
降
、
民
主
化
の
経
験
を
積
み
重
ね

て
き
た
。

　

こ
の
点
を
端
的
に
示
す
の
は
、
セ
ネ

ガ
ル
の
事
例
だ
ろ
う
。
二
〇
一
二
年
の

大
統
領
選
挙
で
は
、
高
齢
の
ワ
ッ
ド
大

統
領
が
反
対
を
押
し
切
っ
て
出
馬
し
、

激
し
い
選
挙
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

大
統
領
選
挙
を
き
っ
か
け
に
紛
争
状
態

に
陥
っ
た
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
多
く
、
セ

ネ
ガ
ル
の
状
況
も
懸
念
を
集
め
た
が
、

二
〇
一
二
年
三
月
に
選
挙
管
理
委
員
会

が
対
立
候
補
の
サ
ル
の
勝
利
を
宣
言
す

る
と
、ワ
ッ
ド
は
淡
々
と
敗
北
を
認
め
、

ス
ム
ー
ズ
な
政
権
委
譲
が
行
わ
れ
た
。

セ
ネ
ガ
ル
に
お
け
る
民
主
主
義
の
成
熟

を
示
す
出
来
事
で
あ
っ
た
。

●
カ
ダ
フ
ィ
政
権
崩
壊
の
余
波

　

サ
ヘ
ル
・
ア
フ
リ
カ
の
政
治
的
不
安

定
化
と
い
う
観
点
か
ら
重
要
な
の
は
、

リ
ビ
ア
の
カ
ダ
フ
ィ
政
権
崩
壊
で
あ
っ

た
。
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
少
な
く
と
も

三
つ
に
整
理
で
き
る
。

　

第
一
に
、
大
量
の
移
民
の
帰
還
で
あ

る
。産
油
国
リ
ビ
ア
の
混
乱
に
よ
っ
て
、

こ
の
国
に
出
稼
ぎ
に
来
て
い
た
西
ア
フ

リ
カ
諸
国
出
身
者
の
多
く
が
帰
還
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。
図
1
に
二
〇
一
一
年

一
二
月
ま
で
の
移
民
帰
還
の
状
況
を
示

す
。
リ
ビ
ア
で
民
衆
蜂
起
が
始
ま
っ
た

の
が
同
年
二
月
だ
か
ら
、
短
期
間
に
膨

大
な
数
の
移
民
が
帰
還
し
た
こ
と
が
わ

か
る
。こ
れ
ら
の
国
々
の
人
口
規
模
は
、

マ
リ
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
、
チ
ャ
ド
が
一
〇

〇
〇
〜
一
五
〇
〇
万
人
、
モ
ー
リ
タ
ニ

ア
が
三
〇
〇
万
人
程
度
で
あ
る
。
短
期

間
に
大
量
の
帰
還
民
を
受
け
入
れ
た
こ

れ
ら
の
国
々
で
は
、
様
々
な
社
会
不
安

が
噴
出
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

第
二
に
、カ
ダ
フ
ィ
政
権
の
崩
壊
は
、

イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
勢
力
に
と
っ
て
好
機

到
来
と
捉
え
ら
れ
た
。
カ
ダ
フ
ィ
は
イ

ス
ラ
ー
ム
主
義
に
敵
対
し
、
民
主
化
勢

力
を
ア
ル
＝
カ
ー
イ
ダ
に
な
ぞ
ら
え
て

非
難
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。「
ア
ラ

ブ
の
春
」
以
前
か
ら
こ
の
地
域
に
は
イ

ス
ラ
ー
ム
主
義
勢
力
が
活
動
し
て
い
た

が
、
リ
ビ
ア
の
混
乱
は
彼
ら
の
活
動
拠

点
を
広
げ
、
活
発
化
さ
せ
た
。

　

第
三
に
、
カ
ダ
フ
ィ
政
権
下
で
軍
務

に
つ
い
て
い
た
西
ア
フ
リ
カ
出
身
者

が
、
政
権
崩
壊
に
と
も
な
っ
て
、
大
量

の
武
器
・
弾
薬
と
と
も
に
周
辺
国
に
拡

散
し
た
。
カ
ダ
フ
ィ
は
周
辺
の
ア
フ
リ

カ
諸
国
か
ら
多
数
の
若
者
を
徴

ち
ょ
う

募ぼ

し
、

軍
に
編
入
し
て
い
た
。
リ
ビ
ア
で
民
主

化
要
求
運
動
が
激
化
す
る
と
、
彼
ら
は

政
権
支
持
者
と
し
て
運
動
を
抑
圧
す
る

側
に
回
っ
た
が
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
軍
事
介

入
に
よ
り
政
権
側
が
劣
勢
に
立
た
さ
れ

る
と
、
武
器
を
所
持
し
た
ま
ま
リ
ビ
ア

を
離
れ
て
周
辺
国
に
移
動
し
た
。

　

こ
れ
は
、
サ
ヘ
ル
・
ア
フ
リ
カ
の
政

治
的
不
安
定
に
直
接
的
な
影
響
を
も
た

ら
し
た
。
マ
リ
の
ク
ー
デ
タ
と
混
乱
の

き
っ
か
け
は
、
二
〇
一
二
年
一
月
に
北

部
で
ト
ゥ
ア
レ
グ
人
反
政
府
勢
力
が
武

装
蜂
起
し
た
事
件
だ
が
、
こ
の
時
中
心

と
な
っ
た「
ア
ザ
ワ
ド
解
放
民
族
運
動
」

（M
o
u
vem
n
t n
atio
n
al d
e lib

éra-

tion
 d
e l'A

zaw
ad
: 

Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ａ
）
は
、

リ
ビ
ア
か
ら
帰
還
し
た
戦
闘
員
を
中
核

と
し
て
い
る
。
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ａ
の
軍
事
部
門

を
率
い
る
ア
グ
・
ナ
ジ
ム
（M

oham
ed
 

A
g N
ajim

）
は
、
一
九
七
〇
年
代
以

降
カ
ダ
フ
ィ
政
権
下
で
軍
役
に
つ
い
て

き
た
経
歴
を
有
す
る
。
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ａ
の
正

式
な
旗
揚
げ
は
二
〇
一
一
年
一
〇
月

（
カ
ダ
フ
ィ
政
権
崩
壊
の
二
カ
月
後
）

だ
が
、そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
ア
グ
・

ナ
ジ
ム
を
始
め
と
す
る
約
四
〇
〇
名
の

リ
ビ
ア
帰
還
兵
で
あ
っ
た
（
参
考
文
献

②
）。

● 

急
進
的
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
と

ト
ゥ
ア
レ
グ
問
題
の
根
深
さ

　

た
だ
し
、
サ
ヘ
ル
・
ア
フ
リ
カ
に
お

け
る
政
治
的
不
安
定
を
二
〇
一
一
年
以

降
の
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
の
政
治
変
動

に
よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
に
は
限
界
が

あ
る
。
今
日
の
サ
ヘ
ル
・
ア
フ
リ
カ
の

動
き
は
、
い
ず
れ
も
従
来
か
ら
指
摘
さ

れ
て
き
た
複
数
の
要
因
か
ら
影
響
を
受

け
て
い
る
。
マ
リ
政
変
の
背
景
と
な
っ

た
、
急
進
的
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
と
ト
ゥ

モーリタニア
780人
（4万人）

マリ
11,230人
（3万人）

ニジェール
95,760人
（20万人）

チャド
82,433人
（15万人）

凡例：数字の上段は、
IOM（国連移民機構）登
録数。下段は各国政府
推計値。

図1　リビアからの帰還民数（2011年12月中旬までの数字）

（出所）Africa Confidential, Vol.53, No.4 (17 Feb. 2012), p.10.
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ア
レ
グ
人
問
題
に
つ
い
て
み
て
お
こ

う
。

　

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
南
部
、
マ
リ
北
部
、

ニ
ジ
ェ
ー
ル
北
部
な
ど
で
は
、
近
年
「
イ

ス
ラ
ー
ム
・
マ
グ
レ
ブ
の
ア
ル
＝
カ
ー
イ

ダ
」（A

l-Q
aeda in Islam

ic M
agh-

reb: A
Q
IM

）
の
活
動
が
報
じ
ら
れ
て

き
た
。
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
は
、
も
と
も
と
「
宣

教
と
戦
闘
の
た
め
の
サ
ラ
フ
ィ
ー
主
義

集
団
」（G

roupe S
alafiste pour la 

prédication et le C
om
bat: G

S
P
C

）

と
名
乗
っ
て
い
た
組
織
が
二
〇
〇
七
年

に
改
名
し
た
も
の
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー

ム
主
義
政
党
が
大
躍
進
し
た
選
挙
を
軍

が
無
効
に
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
一

九
九
〇
年
代
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
は
凄
惨

な
内
戦
へ
と
突
入
し
た
。
内
戦
の
な
か

で
武
装
活
動
を
最
後
ま
で
続
け
た
の
が

Ｇ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
だ
っ
た
。
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
本
国

の
治
安
が
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
改

善
す
る
に
つ
れ
、
彼
ら
は
活
動
の
場
を

サ
ヘ
ル
地
域
に
移
動
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

観
光
客
の
誘
拐
事
件
な
ど
を
引
き
起
こ

し
て
い
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
七
年
に
は

Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
と
改
名
し
、
ア
ル
＝
カ
ー
イ

ダ
と
の
関
係
を
明
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

マ
リ
北
部
の
武
装
勢
力
の
な
か
で
、

Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ａ
は
世
俗
主
義
を
掲
げ
北
部
の

分
離
独
立
を
要
求
し
て
い
る
が
、
ア
ン

サ
ー
ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
（A

n
sar 

al-D
in

　

ア
ン
サ
ー
ル
・
デ
ィ
ー
ン
と

も
表
記
さ
れ
る
）
は
厳
格
な
イ
ス
ラ
ー

ム
主
義
を
掲
げ
、
分
離
独
立
で
は
な
く

イ
ス
ラ
ー
ム
法
（
シ
ャ
リ
ー
ア
）
の
適

用
を
求
め
て
い
る
。
ト
ゥ
ン
ブ
ク
ト
ゥ

の
霊
廟
を
破
壊
し
た
の
も
こ
の
グ
ル
ー

プ
で
あ
る
。ア
ン
サ
ー
ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー

ン
は
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ａ
と
同
様
に
ト
ゥ
ア
レ
グ

人
を
主
体
と
し
た
組
織
で
あ
り
、
指
導

者
の
ア
グ
・
ガ
リ
（Iyad

 A
g G
hali

）

は
一
九
九
〇
年
代
の
ト
ゥ
ア
レ
グ
人
反

乱
に
お
い
て
も
中
心
的
な
役
割
を
演
じ

た
。
ア
グ
・
ガ
リ
は
一
九
九
〇
年
代
以

降
厳
格
な
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
へ
の
傾
倒

を
強
め
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
ト
ゥ

ア
レ
グ
人
を
始
め
西
ア
フ
リ
カ
の
人
々

の
間
で
は
従
来
か
ら
寛
容
な
イ
ス
ラ
ー

ム
実
践
が
一
般
的
で
あ
り
、
こ
う
し
た

急
進
的
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
勢
力
が
ど
の

程
度
民
衆
の
間
で
支
持
を
得
て
い
る
の

か
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

ト
ゥ
ア
レ
グ
人
を
め
ぐ
る
問
題
も
、

サ
ヘ
ル
地
域
で
こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
表

面
化
し
て
き
た
。
彼
ら
は
、
ラ
ク
ダ
の

牧
畜
を
主
要
な
生
業
と
し
な
が
ら
、
古

く
か
ら
サ
ハ
ラ
砂
漠
を
縦
断
す
る
交
易

に
従
事
し
て
き
た
が
、
複
数
国
に
跨

が
っ
て
居
住
し
、
移
動
す
る
商
業
の
民

と
い
う
性
格
も
あ
っ
て
、
植
民
地
化
以

降
は
周
縁
的
な
地
位
に
置
か
れ
が
ち

だ
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
マ
リ
や
ニ

ジ
ェ
ー
ル
で
は
、
ト
ゥ
ア
レ
グ
人
の
政

治
要
求
が
し
ば
し
ば
暴
力
的
な
形
で
噴

出
し
て
き
た
。
今
日
マ
リ
北
部
で
起

こ
っ
て
い
る
現
象
は
、
こ
う
し
た
歴
史

的
経
緯
を
踏
ま
え
て
理
解
す
る
必
要
が

あ
る
。

● 

資
金
源
と
し
て
の
麻
薬
取
引
、

身
代
金

　

サ
ヘ
ル
・
ア
フ
リ
カ
の
政
治
的
不
安

定
化
問
題
の
複
雑
さ
、
根
深
さ
は
、
ア

ク
タ
ー
の
資
金
源
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ

る
。
超
大
国
が
東
西
対
立
の
文
脈
で
反

政
府
武
装
勢
力
に
資
金
援
助
を
行
っ
た

冷
戦
期
と
異
な
り
、
今
日
の
武
力
紛
争

に
お
い
て
反
政
府
武
装
勢
力
は
外
国
の

資
金
援
助
に
あ
ま
り
依
存
で
き
な
い
。

代
わ
っ
て
彼
ら
は
、
自
前
の
資
金
獲
得

源
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
ブ
ラ
ッ

ド
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
な
ど
、
鉱
物
資

源
は
そ
の
典
型
例
で
あ
る
。

　

サ
ヘ
ル
・
ア
フ
リ
カ
の
紛
争
ア
ク

タ
ー
の
資
金
源
と
し
て
、
特
筆
す
べ
き

も
の
が
二
つ
あ
る
。
第
一
に
、
麻
薬
取

引
で
あ
る
。国
連
薬
物
犯
罪
事
務
所（
Ｕ

Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ｃ
）
な
ど
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇

〇
年
代
半
ば
以
降
西
ア
フ
リ
カ
諸
国
で

コ
カ
イ
ン
の
押
収
量
が
激
増
し
て
い
る

（
参
考
文
献
①
⑤
）。
コ
カ
を
原
料
と
す

る
コ
カ
イ
ン
は
ア
フ
リ
カ
で
は
生
産
さ

れ
な
い
。
中
南
米
諸
国
で
生
産
さ
れ
た

も
の
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
流
通
の
経

由
地
と
し
て
西
ア
フ
リ
カ
諸
国
を
通
過

し
、そ
こ
で
押
収
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

沿
岸
諸
国
の
取
り
締
ま
り
強
化
に
と
も

な
っ
て
、
流
通
ル
ー
ト
は
内
陸
諸
国
へ

と
移
行
し
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
こ

の
コ
カ
イ
ン
流
通
が
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
な
ど
こ

の
地
域
で
活
動
す
る
武
装
勢
力
の
重
要

な
資
金
源
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
は
極

め
て
高
い
（
参
考
文
献
②
③
）。
二
〇

〇
九
年
一
一
月
に
は
、
マ
リ
北
部
で
離

陸
に
失
敗
し
て
墜
落
し
た
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

発
の
ボ
ー
イ
ン
グ
機
か
ら
、
一
〇
ト
ン

も
の
コ
カ
イ
ン
が
発
見
さ
れ
る
事
件
が

報
道
さ
れ
た
。
コ
カ
イ
ン
の
末
端
価
格

は
一
グ
ラ
ム
一
〇
〇
米
ド
ル
前
後
と
い

わ
れ
る
。
全
貌
を
知
る
こ
と
は
不
可
能

だ
が
、
巨
額
の
麻
薬
関
係
資
金
が
こ
の

地
域
に
流
入
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。

　

麻
薬
取
引
が
深
刻
な
の
は
、
そ
れ
が

ア
フ
リ
カ
諸
国
の
統
治
能
力
の
弱
さ
を

背
景
と
し
て
拡
大
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

国
家
の
統
治
能
力
を
さ
ら
に
減
退
さ
せ

る
か
ら
で
あ
る
。
人
口
希
薄
で
、
警
察

の
取
り
締
ま
り
が
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き

な
い
砂
漠
地
帯
は
、
麻
薬
取
引
に
絶
好

の
環
境
を
提
供
す
る
。ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
、

マ
リ
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
な
ど
、
西
ア
フ

リ
カ
に
は
、
政
府
や
軍
の
高
官
が
麻
薬

取
引
に
関
わ
り
、
巨
額
の
利
益
を
得
た

と
の
指
摘
を
受
け
て
い
る
国
々
も
あ
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る
。
も
と
も
と
脆
弱
な
ア
フ
リ
カ
諸
国

に
麻
薬
取
引
が
食
い
込
め
ば
、
そ
の
機

能
は
さ
ら
に
弱
体
化
す
る
だ
ろ
う
。

　

第
二
に
、
誘
拐
で
あ
る
。
西
ア
フ
リ

カ
の
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
に
せ
よ
、
ソ
マ
リ
ア
の

ア
ッ
シ
ャ
バ
ー
ブ
や
海
賊
に
せ
よ
、
欧

米
人
を
標
的
に
誘
拐
を
繰
り
返
し
て
い

る
。誘
拐
に
と
も
な
う
身
代
金
収
入
は
、

こ
う
し
た
集
団
に
と
っ
て
重
要
な
資
金

源
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
Ａ
Ｑ
Ｉ

Ｍ
は
、
Ｇ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
時
代
の
二
〇
〇
三
年

に
リ
ビ
ア
南
部
で
三
二
人
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
を
連
れ
去
る
な
ど
、
二
〇
〇
三
〜

一
一
年
の
間
に
六
三
人
の
欧
米
人
を
誘

拐
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
身
代
金
の
総
額

は
、
六
〇
〇
〇
万
〜
一
億
七
五
〇
〇
万

ド
ル
と
推
計
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献

③
）。
誘
拐
は
、
こ
れ
ら
武
装
組
織
に

と
っ
て
き
わ
め
て
実
入
り
の
よ
い
ビ
ジ

ネ
ス
に
な
っ
て
い
る
。

● 

む
す
び
―
武
力
紛
争
の
性
格
変
化

　

ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
武
力
紛
争
に
つ

い
て
、
近
年
そ
の
性
格
変
化
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
（
参
考
文
献
④
）。
紛
争
に

関
わ
る
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
と
、
紛
争

勃
発
件
数
や
戦
場
で
の
死
者
数
は
、
一

九
九
〇
年
代
前
半
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾

向
に
あ
る
。
ま
た
、
政
府
軍
と
互
角
に

対
峙
す
る
よ
う
な
、
組
織
だ
っ
た
反
政

府
武
装
勢
力
が
姿
を
消
す
一
方
で
、
離

合
集
散
を
繰
り
返
し
な
が
ら
国
境
を
越

え
て
活
動
す
る
小
規
模
な
反
乱
勢
力
が

増
え
て
い
る
。

　

同
論
文
に
よ
れ
ば
、
ア
フ
リ
カ
で
長

期
化
す
る
紛
争
は
、
既
存
の
社
会
秩
序

を
敵
視
す
る
「
カ
ウ
ン
タ
ー
・
シ
ス
テ

ム
」
的
な
勢
力
に
よ
る
も
の
が
多
い
と

い
う
。「
カ
ウ
ン
タ
ー
・
シ
ス
テ
ム
」

的
勢
力
は
、
地
元
社
会
か
ら
強
い
支
持

は
受
け
な
い
も
の
の
、
特
殊
か
つ
強
烈

な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
支
え
ら
れ
、
小
規

模
な
が
ら
自
ら
の
生
存
を
賭
け
て
武
装

闘
争
を
繰
り
返
す
。
こ
う
し
た
勢
力
と

の
間
で
は
、
対
話
や
交
渉
が
難
し
い
。

典
型
的
な
「
カ
ウ
ン
タ
ー
・
シ
ス
テ
ム
」

的
武
装
勢
力
と
し
て
、「
神
の
抵
抗
軍
」

（L
ord R

esistance A
rm
y: 

Ｌ
Ｒ
Ａ
）

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ウ
ガ
ン
ダ
北
部

で
蛮
行
を
繰
り
返
し
た
挙
げ
句
、
政
府

軍
に
追
わ
れ
て
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
領

内
に
侵
入
し
、
住
民
に
無
差
別
な
暴
力

を
繰
り
返
し
な
が
ら
移
動
を
続
け
、
現

在
な
お
中
央
ア
フ
リ
カ
、
南
ス
ー
ダ
ン

と
の
国
境
付
近
で
活
動
を
続
け
る
Ｌ
Ｒ

Ａ
は
、
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
に
フ
ィ
ッ

ト
す
る
。
同
論
文
で
は
、
同
じ
く
「
カ

ウ
ン
タ
ー
・
シ
ス
テ
ム
」
的
勢
力
と
し

て
、
ア
ッ
シ
ャ
バ
ー
ブ
、
ボ
コ
ハ
ラ
ム
、

Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

サ
ヘ
ル
・
ア
フ
リ
カ
の
政
治
的
不
安

定
を
理
解
す
る
う
え
で
、
同
論
文
は
有

益
な
視
点
を
提
供
す
る
。
ソ
マ
リ
ア
を

除
け
ば
、
こ
の
地
域
の
武
装
勢
力
は
政

権
を
転
覆
で
き
る
ほ
ど
強
力
で
は
な

い
。
国
境
付
近
の
周
縁
地
域
で
離
合
集

散
を
繰
り
返
し
な
が
ら
活
動
し
、
政
権

に
と
っ
て
直
接
の
脅
威
に
は
な
っ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
周
縁
地
域
に
政
府
の

統
治
能
力
が
十
分
に
及
ば
ず
、
資
金
源

を
絶
つ
た
め
の
方
策
も
確
立
し
て
い
な

い
た
め
、
こ
う
し
た
勢
力
の
活
動
を
抑

止
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
武
装
勢
力
の

資
金
源
対
策
は
、
国
際
社
会
の
努
力
が

集
中
さ
れ
る
べ
き
問
題
領
域
で
あ
ろ

う
。

　

一
方
、
サ
ヘ
ル
・
ア
フ
リ
カ
で
勢
力

を
拡
大
し
つ
つ
あ
る
か
に
見
え
る
急
進

的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
を
「
カ
ウ
ン
タ
ー
・
シ
ス
テ
ム
」

的
勢
力
と
み
な
す
こ
と
に
は
慎
重
さ
が

求
め
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
認
識
が
、
相

手
と
の
対
話
や
交
渉
を
封
じ
る
結
果
を

も
た
ら
す
か
ら
だ
。
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
の
よ
う

に
出
身
地
を
遠
く
離
れ
て
活
動
す
る
勢

力
は
「
カ
ウ
ン
タ
ー
・
シ
ス
テ
ム
」
的

性
格
を
強
め
や
す
い
だ
ろ
う
。し
か
し
、

ア
ン
サ
ー
ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
や
ボ
コ

ハ
ラ
ム
な
ど
ロ
ー
カ
ル
な
住
民
と
の
間

に
一
定
の
紐
帯
が
存
在
し
て
い
る
場
合

に
は
、
何
ら
か
の
形
で
交
渉
の
余
地
が

開
か
れ
て
い
る
可
能
性
は
高
い
。ま
た
、

彼
ら
の
不
満
は
、
政
府
の
腐
敗
や
治
安

機
関
の
暴
力
な
ど
、
政
府
側
の
責
任
に

由
来
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
政
府

や
そ
れ
を
支
援
す
る
国
際
社
会
と
し
て

も
、
掃
討
作
戦
に
安
易
に
訴
え
る
の
で

は
な
く
、
粘
り
強
い
交
渉
や
既
存
の
政

策
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

（
た
け
う
ち
・
し
ん
い
ち
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所　

ア
フ
リ
カ
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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